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発行：第六中学校・第十一中学校統合委員会 

 

あけましておめでとうございます。第六中学校・第十一中学校の統合、緑野中学校の開校まであと

3 か月を切りました。開校準備もラストスパートに入っています。 

 

 

標準服については、昨年３月に６社による

プレゼンテーションを実施し、４月には第六

中学校、第十一中学校両校で展示会を開催、

５月の統合委員会で１社の提案に絞り、詳細を学校間の調整に委ねることとしていました。 

このたび、学校間での調整結果がまとまり、統合委員会に報告されました。その概要は、以下のと

おりです。統合委員会では、学校からの報告どおり、意見を取りまとめました。 

○ ボタンは、Ｍのイニシャル入りのオリジナルとする。また、襟に校章バッジをつける。 

○ シャツは、白または水色のワイシャツとし、ボタンダウンも可とする。 

○ 男子はネクタイ、女子はリボン(スラックスの場合はネクタイ)を定める。式典の時には着用す

るが、通常は着用しなくても可とする。ネクタイ、リボンはワンタッチタイプとする。 

 

【緑野中学校標準服】             【女子スラックス】    【ボタン】 

 

 

 

 

 

【校章バッジ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

校章の由来については、個人名の取り扱いを中心に協議し

ました。その結果、類似の図案があったことを踏まえつつ、

校章のベースになった図案を作成した生徒の氏名を出すこ

とで意見がまとまり、裏面の表現とすることにしました。 

標準服の詳細がまとまりました 

校章の由来について 
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中野区立緑野中学校校歌 
篠 清弘（作詞・作曲） 

第六中学校・第十一中学校統合委員会（協力） 

 

（一）緑が萌える 中野の大地 

希望の空に 勇気はあつく 

心を磨き 健やかに 

瞳の中に 未来を映す 

理想は高く 堂々と 

愛する母校 誇りは永久
と わ

に 

緑野中学校 

 

（二）遥かに望む 美しい富士 

朝陽を浴びて きらめき放つ 

友との絆 大切に 

重ねる努力 未来へつなぐ 

大志の学び 悠々と 

＊愛する母校 誉れは永久
と わ

に 

緑野中学校 

＊くりかえし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌については、昨年４月に第六中学校、第十一中学校

両校で、統合新校での第１期卒業生となる２年生の生徒か

ら、校歌のイメージと歌詞に入れたい言葉を募集し、それ

を元に専門家である篠清弘氏に依頼していました。篠氏は、制作の途中においても、統合委員会の意

見を聞きながら進めていただき、以下のとおり校歌が完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６回統合委員会をもっ

て、統合委員会の所掌事項の検

討は終了しましたので、統合委

員会ニュースも本号が最終号です。 

いよいよ４月に、中野区初の統合新校「緑野中学校」が開校します。委員一同、新生「緑野中学校」

の船出を温かく見守っていきたいと思います。 

 

 

 

 

※ 統合委員会の会議要録は、区役所１階区政資料センターもしくは教育委員会ホームページでご覧になれます。 

第六中学校・第十一中学校統合委員会ニュース 第１６号(最終号) 
編集･発行：第六中学校・第十一中学校統合委員会 

事務局：中野区教育委員会事務局教育改革担当 
TEL:03-3228-5548 FAX:O3-3228-5679 

統合委員会ニュースは本号が最終号です 

校歌がまとまりました 

二枚の若葉の重なりは、緑野中学校が第六中学校と第十一中学校の二校を統
合してできた新しい学校であることを示しています。そして、これからも学校
としての歴史を重ね、発展していくことを意味しています。 
また、鋭い葉先には主体的な生き方の「探求」を、みずみずしい若葉には豊

かな文化の「創造」を、葉の重なりには違いを認め合いながらより良く生きよ
うとする「共生」をと、それぞれ教育目標に表わされた思いや願いを込めまし
た。 
なお、この校章は公募作品の中のデザインの似通った数点から、平成１９年

度の第六中学校三年永山ももさんの作品をベースにして、専門家に依頼して図
案化したものです。 


